うにな つ た。 

升 田 をキッ カケに 新人 雲の 如く 起って、 西に 升 田 を 

叩きつ ぶす 大山 あれば、 東に 木 村 を 破って 名人 位 を 奪 

う 塚 田 あり、 A 級の 十 名 中には、 旧人の 名 を 見る こと 

がで きない。 

一 昔 前と 思い合 せれば、 月と ス ツボンの 差が あって、 

当時 は 囲碁 界に 於て 木 谷 怪童 丸と 呉 清 源の 両 新人が 現 

れて、 碁界は 三連 星、 天 元 等々 新風 サッ ソゥ たるに ひ 

きかえ、 将棋の 方 は 老朽 七 八 段が ガン クビを 揃えて、 

あとに つ y く 新風な く、 養老院の ような 衰弱ぶ り を 示 

していた のであった。 



際 的に チャンピオン シップが 争われて いるのに、 碁に 

於て は、 名人 位 を 国外に 持ち去ら るるの を 怖る るの み 

ではなく、 一 日本 棋院と いう 団体 以外に 持ち去られる 

こと を 怖れて、 他の 流派 や 団体との 争 碁 すら 差しと め 

ている 哀れ さで ある。 最も 取り残され たもの は 日本 棋 

院で、 現代の 妖怪 変幻の ような もの だ。 

しかし、 新風 を 怖れる 保守 思想と か、 自己保存 思想 

という もの は、 特に 芸能界に 於て は、 どこでも 見られ 

る ものである。 それが スッ パリ なくなつ たの は将 棋界 

ぐらいの もので、 ハツ キリ 勝負が つくの だから、 それ 

が 当然に きまって いて、 囲碁 界 では、 それ を やらない _ 



一昔前 は、 金 語楼が 落語 界の 新人で あつたが、 彼の 

泥臭 さに 比べれば、 歌 笑 は洗鍊 されても いるし、 より 

時代感覚に 密着して いる。 サ トウ. ハチ 口 ー と 歌 笑の 

座談会で、 ハチ 口— 氏が 海中で クソに 追つ かけられる 

話 をして いる。 海中で 脱糞した ところが、 クビの 横へ 

ポッ カリ 浮いて きた。 泳いでも 追つ かけて くる。 も 

ぐって 首 を 出しても、 はなれない。 この 話に、 歌 笑の 

曰く、 それ は 先生 海 だからで すよ。 川 だと 素直に 流れ 

ます。 まことに 素直な 歌 笑で ある。 万事 このように 目 

がと V いて、 クス ダリ や 悪 ジャレ を 相手に しない 魂が 

確立 すれば、 彼の 前途 は洋々 たる ものであろう。 



わず、 他の スポ— ッの 選手 を 狙う という 手が あると 思 

う。 土地に よって は 父兄が 野球 を 好まぬ ような ところ 

も あるから、 あたら 天才児が 柔道 三 段ぐ らいに な つ て 

いたりす る ものである。 

新人と いうの は、 職業 人と しての 新人と して 意味が 

ある ことで、 職業 人 以外 は 余技に すぎず、 朝日 新聞が 

文化 賞へ、 アマチュア. スポ— ッを 加えて いるの は 滑 

稽 千万の 話で ある。 

職業と いう もの は 尊い もの だ。 なぜなら、 そこに そ 

の 人の 一 生が 賭けられ、 生活が 賭けられて いるから だ。 

金銭 も かけられ ている。 だから 尊い ので、 金銭の か、 



要は アマチュア • スポ— ッの 在り方の 問題で、 日本 

に 於て は、 スポ— ッは 各人が これ を 行って 楽しむ もの 

ではなく、 見物して 楽しむ ものである ところに 不健康 

さの 元が あるよう に 思われる。 

応援団な どゝ いう もの も、 原始的に 好戦的な まこと 

にダ ラシな く 野蛮な ものである。 これ もつ まり は、 自 

らスポ ー ッを 楽しまずに、 人の プレ— を 楽しむ 不具 的 

な 習性から 出て いる ことだろう。 

朝日 新聞の 文化 賞で は、 アマチュア. スポ— ッに授 

賞せ ず、 プロ • スポ ー ッに 授賞す るの が 至当 だが、 ス 

ポ ー ッの 授賞 の 標準が 世界新記録 という ことなら、 こ 



なると、 ほ V 人間の 限界に 達して 破る ことが 至難に な 

ろうが、 長い 距離 は 陸上 水泳に 限らず、 限界 は 遠く 先 

にあって、 まだ 当分 はャ マが 見えない。 

文化 賞の 授賞な ど、 いう ことに は、 ひろく 深い 識見 

が 必要で 、 ジャ— ナ リズムの 新人 は 必ずしも 新人 で は 

ない。 

私の 経てき た 半生のう ちで、 現代 は、 ともかく 最も 

素質 ある 新人の 揃ってい る 時代の ようで あり、 その 新 

風 も かなり 劃然と 一 つの 新時代 到来 を 感じさせる もの 

が あるよう である。 新人に 良き ものな しな ど、 云う の 

は 頭の 悪 ぃジャ —ナ リズ ムと グチッ ぼい 老人 どもの 云 
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